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５月に植えた青々とした苗は、大きく生長し

黄金色に輝いて子どもたちを待っていました。

かまで刈り取る子、束にしてわらでしばる子。

額に汗して刈った新米を味わえるのは、12月の

もちつき大会。今から楽しみです。
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平成13年度 決 算

平成13年度の一般会計および特別会計の決算報告が、９月定例村議会で承認されました。

普通会計（一般会計十給食センター特別会計）の歳入は25億3肘万円（前年比9.6% 減）、歳

出は2判意5,814万円（前年比10.22% 減）でした。

皆さん加納めた村税や国からの地方交付税などがどのくらい入り、どのように使われている

かお知らせします。

歳　　入　25 億364万円

地方税（9％）

2億2, 064万円

普通交付税(49%)
12億3, 407万円

特別交付税 （5％）

1億2, 498万円

国庫・県支出金 （6％）

1億4, 248万円

村 債(11%)

2億7, 070万円

その他（20％

）

5億1,074

万円

歳
　
入

▼
地
方
税２

億
２
、
０
６
４
万
円

所
得
税
、
法
人
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
皆
さ
ん
が
お
も
に
納

め
て
い
る
税
金
で
す
。

▼
普
通
交
付
税

1
2億
３
、
４
０
７
万
円

国
が
个
国
の
経
済
的
地
域
格

差
を
無
く
す
る
た
め
に
、
各
市

町
村
が
必
要
と
思
わ
れ
る
経
費

を
配
分
し
て
い
る
お
金
で
す
。

▼
特
別
交
付
税

１
億
２
、
４
９
８
万
円

国
が
そ
の
年
度
に
よ
っ
て
、

特
別
な
事
情
等
（
台
風
や
大
雨

の
被
害
等
）
が
あ
っ
た
場
合
を

考
慮
し
て
配
分
し
て
い
る
お
金

で
す
。

▼
国
庫
・
県
支
出
金

１
億
４
、
２
４
８
万
円

国
、
県
か
ら
の
補
助
金
、
助

成
金
な
ど
で
す
。

▼
村
債

２
億
７
、
０
７
０
万
円

村
の
借
金
で
す
。
た
だ
し
、

交
付
税
と
し
て
戻
っ
て
く
る
分

も
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他５

億
１
、
０
７
４
万
円

使
用
料
、
手
数
料
や
前
年
度

の
繰
越
金
な
ど
で
す
。

特　別　会　計　決　算

会 計 名　 ’　 歳 入　　 ゛　 歳 出 差　引

国 民 健 康 保 険　　 ３ ぽ1 ユ18 万 円　　 ３ 億2,0 町 万 円　　　 ム320 万 円

老　 人　 保　 健 Ｉ　 輿 外),7 茴 万 円　 刊 靭,022 万 円　　　　72] 万 円

介 護 保 険 ！ 土 石 川 ル ズ 川　　2 町 円

簡 易 水 道　 ３ 剔 て30 万 円　3t ご,501 万 円1　　　129 万 円

－　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　　　㎜　　　㎜㎜　←　　　一一　　-一一
宅　 地　 造　 成　　 ２ 臆　]98 万 円　　 ２ に　298 万 円　　　　　　 Ｏ万 円
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歳
　
出

▼
総
務
費５

億
１
、
８
０
２
万
円

村
の
長
期
計
画
作
成
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
お
よ
び

戸
籍
、
選
挙
、
税
等
の
事
務
に

か
か
る
費
用
で
す
。
広
報
の
作

成
の
費
用
も
含
ま
れ
ま
す
。

▼
民
生
費

2
億
6
,
7
5
8
万
円

福

祉

に

関

す

る

事

業

や

保

育

所

の

運

営

に

か

か

る

費

用

で

す

。

よ

も

ぎ

温

泉

の

管

理

費

も

含

ま

れ

ま

す

。

▼
衛
生
費り乙

億
８
、

’／
３
０
万
円

ご
み
処
理
や
住
民
検
診
な
ど

に
か
か
る
費
用
で
す
。

▼

農

林

水

産

業

贄

２
億
５
３
０
万
円

蓬
田
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、

農
業
、
漁
業
の
事
業
に
か
か
る

費
用
で
す
。
農
道
整
備
や
牧
場

の
管
理
も
含
ま
れ
ま
す
。

▼
土
木
費２

億
３
、
１
４
４
万
円

村
道
、
河
川
の
維
持
、
改
修

や
村
営
住
宅
の
修
繕
費
用
で
す
。

除
雪
、
簡
易
水
道
に
関
す
る
経

費
も
含
ま
れ
ま
す
。

▼
教
育
費３

億
４
、
８
４
４
万
円

小

・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
給

食
セ
ン
タ
ー
、
ふ
る
さ
と
総
合

セ
ン
タ
ー
、
野
球
場
、
ス
キ
ー

場
の
管
理
費
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
公
債
費３

億
９
、
１
５
０
万
円

村
の
借
金
を
返
済
す
る
た
め

の
費
用
で
す
。

▼
そ
の
他

議
会
費
、
商
工
費
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

歳　　 出　24 億5, 814万円

議会費（3％）

7,680万円

総務費 （22％）

5 意1,802万円

民生費(11%)

2億6,758 万円
衛生費(12%)

2億8,730 万円

労働費(O ％)

27万円

農林水産業費(8 ％)

2億530 万円

商工費(1％)
2,427万円

土木費（9％）

2億3,144 万円

消防費（4％）

1億719 万円

教育費(14%)

3億4,844 万円

公債費(16%)
3億9,150万円

その他（O％）

3万円

歳
入
で
は
、
国
の
政
策
に

よ
り
、
普
通
交
付
税
が
平
成

1
2
年
度
に
比
べ
、
1
億
円
以

上
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

村
で
は
、
建
設
事
業
等
を
抑

え
、
対
応
し
ま
し
た
が
、
自

主
財
源
に
乏
し
い
我

が
忖
に

と
っ
て
大
き
な
額
で
す
。
ま

た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

や
助
成
金
が
く
る
事
業
も
減

っ
て
き
ま
し
た
。
政
府
は
、平

成
1
8年
度
ま
で
に
市
町
村
へ

の
地
方
交
付
税
を
平
成
皿
年

度
比
で
約
1
0％
削
減
と

い
う

試
算
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
医
療
保
険
等

の
福
祉
に
関
す

る
部
分
と
、

ご
み
処
理
に
関
す
る
経
費
が

増
え

て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
財
政
難
を
乗

り
切
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
費
抑
制
の
施
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

※
自
主
財
源
に
乏
し
い
と
い

う

の
は
、
例
え
ば
、
労
働
者

人
口
が
少
な
い
た
め
所
得
税

が
少
な
い
、
法
人
税

が
少
な

い
な
ど

3　●平成13年度決算



1
2月
１
日
よ
り

新
た
な
ご
み
分
別
収
集
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
東
青
地
区
の
ご
み
処
理
施
設
か
ら
出
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
（
ご
み
を
燃

や
し
た
時
に
発
生
す
る
人
体
に
有
害
な
物
質
）
の
値
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
５
ヵ
所
の

う
ち
、
３
ヵ

所
の
施
設
で
国
が
定
め
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
基
準
値
を
超
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
　

我
が
村
の
ご
み
処
理
を
担
っ
て
い
た
蟹
田
地
区
の
ご
み
焼
却
施
設
も
ま
た
基
準

値
を
超
え
て
お
り
、
今
年
1
1月
3
0日
で
稼
働
停
止
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
、
１２
月
１
日
よ
り
青
森
市
の
梨
の
木
清
掃
工
場
に
焼
却
を
委
託
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
運
搬
焼
却
費
の
負
担
は
今
ま
で
の
約
６
割
増
で
す
。

そ
こ
で
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
、
有
料
の
指
定
ご
み
袋
を
導
入
、
燃
え

る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
ご
み
に
分
別
し
た
も
の
を
指
定
ご

み
袋
で
出
し
、
ま
た
、
燃
え
な
い
ご
み
を
自
ら
蟹
田
地
区
最
終
処
分
場
に
持
っ
て

行
っ
た
場
合
は
有
料
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
一
つ
の
手
段
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ご
み
を
減
ら
す
に
は
分
別
と

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
利
用
）
こ
そ
が
重
要
な
の
で
す
。

こ
こ
で
、
ご
み
分
別
収
集
の
際
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
み

ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
、
減
量
化
に

ご
協
力
を
！

役
場
住
民
生
活
課
長

以
前

、
県
の
抜
き
打
ち
検

査
で
蟹
川
地
区
の
ご
み
分
別

収
集
の
悪
さ
が
県
内

二
万
あ

る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
1
2

月
か
ら
は
今
ま
で
よ
り
分
別

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
．

こ
の
座
右
近
い
う
ち
明
け
渡

す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

が
、
委
託
を
お
願

い
す
る
青

森
市
か
ら
は
、
燃
え

な
い
ご

み
を
燃
え
る
ご
み
と
一
緒
に

捨
て
て
あ
る
の
を
発
見
し
た

場
合
、
そ
の
ご
み
だ
け
で
な

く
、
収
集
車
一
台
分
を
そ
の

ま
ま
脱
寸
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
な
る
と
蟹
田
の
最

終
処
分
場
に
埋
め
る
し
か
方

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
処

分
場
は
あ
と
３
年
ほ
ど
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
　

指
定
ご
み
袋

に
は
「
蓬
川
村
」
と
し
っ
か

り
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
　
ま

ず
は
き
ち
ん
と

ご
み
を
分
別

す
る
こ
と
。
そ
れ
が
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
、
減
量
化
に
も

つ
な
が
る
わ
け
で
す
　

と
に

か
く
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を

少
な
く
す
る
こ
と
に
気
を
配
っ

て
く
だ
さ
い
。
　
ご
協
力
お
願

い
し
ま

す
。

●新たなごみ分別収集スタート　４



こ
ん
な
こ
と
に

気
を
つ
け
て

役
場
住
民
生
活
課
健
康
班
（
Ｓ
２
７
－
2
1
1
2

）

１

指
定
ご
み
袋
は

村
内
の
商
店
で

指
定

ご
み
袋

は
、

燃
え

る
ご
み
用

（
半
透
明

に
ダ
イ
ダ
イ
笆
の
文
字
）
と
燃

え
な
い
ご
み
・
リ
サ
イ

ク
ル
資
源
ご
み

用
袋
（
透
明
に
緑
の
文
字
）
の
二
種
類
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
大
2
0枚
入
り
四
百
円
、

小
2
0枚
入
り
三
百
円
（
税
込
み
）
で
販
売

し
ま
す
。

「
蓬
田
村
指
定
ご
み
袋
販
売
所
」
と

い
う
張
り
紙
が
あ
る
お
店
で
お
買

い
求

め
く
だ
さ

い
。

卜
1
1
月
2
6日
以
降
の
販
売

で
す
。

２

ご
み
は
各
自
治
会
、

決
め
ら
れ
た
曜
日
に

○
蓬
田
・
宮
本
・
郷
沢
・
瀬
辺
地
・
広

瀬
・
高
根
地
区

◇
燃
え
る
ご
み

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

◇
燃
え
な

い
ご
み

毎
月
第
１
、
３
、
５
火
曜
日

◇
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
ご
み

毎
月
第
２
、
４
火
曜
日

○
中
沢
・
長
科
・
阿
弥
陀
川
地
区

◇
燃
え

る
ご
み

毎

週

火

曜

日

・
金

曜

日

◇
燃
え
な

い
ご
み

毎
月
第
１
、
３
、
５
木
曜
日

◇
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
ご
み

毎
月
第
２
、
４
木
曜
日

３

ご
み
は
き
ち
ん
と

分
別
し
ま
し
ょ
う

指
定
ご
み
袋
以
外
で
出
し
た
ご
み
は
、

収
集
し
ま
せ
ん
。

○
燃
え
る
ご
み
【
半
透
明
】

◇
生
ご
み
　

◇
紙
く
ず

◇
ゴ
ム
・
革
類
　

◇
衣
類

◇
卵

の
殻
や
貝
殻

◇

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ト
レ
イ

、
パ
ッ

ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
）

◇
布
団
類

ニ
ン
ユ
ー
タ
ン
（
ｌ
ｍ
四

方
以
内
に
た
た
み
指
定
ご
み
袋
を

の
せ
て
ひ
も
で
し
ば
る
）

○
燃
え
な
い
ご
み
【
透
明
】

◇
せ
と
も
の
類
　
◇
ガ
ラ
ス
類

◇
金
属
類
　
◇
電
化
製
品
（
廃
家
電

製
品
を
除
く
）

Ｉ
ス
プ
レ
ー
缶
は
爆
発
の
恐
れ
が
あ

る
た
め
必
ず
穴
を
開
け
る
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
ご
み
「
透
明
」

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

◇
缶
（
ジ
ュ
ー
ス
、
缶
詰
等
。
き
れ

い
に
水
で
す
す
い
だ
も
の
）

◇

ビ
ン

類
（
ビ

ー
ル

瓶

、

一
升

瓶

（
油
を

除
く
）
　の
み
。
ド
リ
ン
ク

剤
瓶
等
除
く
）

４

収
集
し
な
い
ご
み

次

の

よ

う

な

ご

み

は

収

集

し

ま

せ

ん

。

①
廃
家
電
製
品

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗

濯
傚
の
４
品
目

↓

販
売
店
ま
で

②
危
険
物
等

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
バ
イ
ク
、
タ
イ
ヤ
、

消
火
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
、
ペ
ン
キ
、
シ
ン
ナ
ー
、
廃
油

③
農
作
物

刈
り
取
っ
た
草
や
収
穫
後
の
カ
ラ
等

↓

た
い
肥
な
ど
自
分
で
処
理

④
事
業
ご
み

商
店
、
飲
食
店
、
病
院
、
会
社
等
事

業
所
で
出
た
も
の

↓

各
自
、
燃
え
な
い
ご
み
は
蟹
田
地

区
最
終
処
分
場
、
ま
た
は
、
許
可
を

受
け
た
収
集
業
者
に
依
頼
す
る
。

⑤
使
用
済
乾
電
池

↓

電
器
店
等
に
置
い
て
あ
る
乾
電
池

回
収
箱
ま
で

⑥
粗
大
ご
み

↓

指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は

各
自
、
蟹
田
地
区
最
終
処
分
場
へ

（
1
0臨
匚
つ
き
3
0円
か
か
る
）

５

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

有
料
化
に
伴
い
、
山
、
海
、
河
川
等

匚
ご
み
を
捨
て
る
方
が
出
て
く
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。
か
ら
焼
き
は
も
ち
ろ
ん
、
家

の
庭
等
で
紙
く
ず
を
燃
や
す
こ
と
も
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
つ
と
ひ
と
こ
と

ト
レ
イ
な
ど
を
燃
や
し
て
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
が
発
生
し
て
も
高
温
で
燃

や
せ

ば

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
温
度
が
８
０

０
度
以
上
。
蟹
田
地
区

の
焼
却
施
設
で

は
叶
わ
な
か
っ
た
そ
の
温
度
を
梨
の
木

清
掃
工
場
は
2
4時
間
憚
ち
稼
働
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
今
ま
で
燃
え
な

い
ご
み
と
し

て
分
別
さ
れ
て
い
た
ト
レ
イ
な
ど
が
燃

え

る
ご
み
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
で
き

れ
ば
、
ス
ー
パ
ー
へ
持
っ
て
行
っ
て
リ

サ
イ

ク
ル
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

5　●新たなごみ分別収集スタート



むらの

できごと

あれこれ

村民の、村民による、村民のための、まつり

10月27曰（曰）、ふるさと総合センターで「ｗａ 平和の和、人間の輪、リサイクルの環、…」

と題 二 第22回よもぎた村民祭、および福祉と健康まつりが開催されました。朝からあいにく

の雨模様でしたが、村内外より400名以上が詰めがけました。

文化展として、盆栽やパッチワーク、陶芸

などの作品、普段見る機会が少ない各自治会

の権現様の展示、大人から小さな子どもまで

味わえたお茶会、川柳の投句のコーナーなど

があり訪れた大勢の人で各コーナーにぎわっ

ていました。

産業展では、子ども会、マルシェ加工部、

東っかる農協などの団体による試食や販売の

コーナーを設け、おにぎりや焼きそば、フラ

ンクフルト、飯ずしなどまたたく問に売れて

いきました。外のテントでは漁協による鮮魚

の無料配布・販売、商工会スタンプ交換会、

マザーフレッシュの野菜、花などの販売も行

われ、まつりスタート直後から大勢の人であ

ふれました。

恆例のアトラクションには、広瀬母親クラ

ブ、各老人クラブなど12グループが出演し

ダンスや手踊りなどで盛り上げてくれました。

福祉と健康まつりでは、よもぎケアセンター職員による介護教室、包括ケア匚ついての講演、

社会福祉協議会コーナー、骨密度の測定や保健師との健康相談のコーナーなどがあり、多くの

村民が集りました。

子ども会の焼きそばとフランクフルト は大人気！

ホール入口前は血圧や骨密度の測定の人でいっぱい

●むらのできごとあれこれ　6



毒素市街地までますます近く ますます便ljに

10月10日（木）、国道280号バイパス「蓬田

小学校通り十|ﾐ松台間」の工事が完了し、関

係者出席のもと開通式典が皆人に行われまし

た。

強い雨の降るなか、古川村長、蓬田小学校

６年小鹿暢也くん、古木未来さん、山け青森

県副知事ほか３名が代表してテープカットを

し、蓬田幼稚園の子どもたちが渡り初めをし

ました。

平成12年度の内真部～蓬田小学校問に続い

ての開通となり、阿弥陀川以北の方々にとっ

て便利になります。みなさん、スピードの出

しすぎにはご注意ください。

開通を記念してテープカット

今日だけ特別！　ぽんとは歩いちゃいけません

かけがえのないぶるさとの浜辺を大切にしましょう

10月23日(水)、青一森直轄海岸竣工記念式典

加工松海岸で関係者多敖出席のもと盛人:に行

われました。

式典では、来賓あいさつの後、関係者によ

りくす]ﾐが割られ、記念の植樹、そして漁船

による海上パレードで竣工を祝いました。

青森市、蓬田村、蟹田町、平舘村の４市町

村にまたがる約28kmの海岸は、長年、高潮や

風浪による人家や農作物等への被害に悩まさ

れており、海岸堤防、護岸、離岸堤等のﾕ整備

は地域に暮らす人々の願いでした。

来年３月にはすべての施設恰備が完了し、

この青森海岸が将来にわたって、より地域の

人々に愛され、利用されることが期待されま

す。

あいさつをする国土交通省東北地方整備局　浜口達男局長

竣工を記念してくす玉割り

７●むらのできごとあれこれ



道徳の授業つて楽しいな

９月27日（金）、蓬田小学校で第20回青森

県小学校道徳教育研究大会が行われました。

県内小学校の教員や村内の保護者に道徳の

授業が公開され、友情、思いやり、公徳心な

ど各学年に合わせたテーマで進められました。

色とりどりの絵や写真、ビデオを取り入れた

り、ゲストティーチャーとして消防士や蓬生

圉の職員を招くなど、先生がたの工夫が凝ら

されたものです。児童たちはたくさんの人に

見つめられながらという普段と違う雰囲気に、

少し緊張しながらも、楽しんで授業を受けて

いました。知らない人たちに見られて少し緊張してます…

漁師が森を育てる

10月２日( 水)、村の漁師さん50名が村有

地(瀬辺地)にブナの苗木750本を植えました。

広葉樹の落ち葉は微生物に分解され腐葉土

になる→雨が降ると栄養分を含んだ地下水は

川から海へ流れる一栄養分をとってプランク

トンが増え、それを食べる魚も増える。

｢豊かな海は森から生まれる｣ これが海で

働く漁師が山に木を植える理由です。陸奥湾

をより豊かなものにするため、漁民の森づく

りとしてこれからも続けていく予定です。
たまには海以外で過ごすのもいいものです

両国の友好の懸け橋に…

10月17日（木）、蓬田中学校ヘアフリカ女

性教員団16名が訪れました。これまでに蓬中

ではアフリカへ文房具類を送るなど、国際理

解教育、国際協力に熱心に取り組んでいたこ

とにより、今回訪問が実現したようです。最

初はお互いに緊張して固い表情でしたが、歌

をうだったり、ねぶた囃子で踊ったりするう

ちに笑顔も見られ、楽しい時間を過ごしまし

た。

言葉はわからなくても楽しい気持ちは同じですね

●むらのできごとあれこれ　8



消防団のみなさん頼りにしてます

10月20曰（曰）、蓬田消防団（八幡敏雄

団長）は火災に対応できる態勢を整える

ため、「瀬辺地地区で火災が発生、延焼の

恐れあり」として秋季火防演習を行いま

した。

演習では、きびきびした動作で消火活

動にあたり　曰ごろの訓練の成果を発揮

していました。

団員はポンプ車のサイレンを鳴らして

村内をパレード、毎戸にチラシを配布 匸

火災予防を呼び掛けました。
演習といえどもみなさん真剣に取り組んでいます

突然の災害に備えて

10月24曰( 木)、ふるさと総合センター
で家庭防災教室が行われました。万一、
火災や地震等が起こった場合に適切な対

応ができるように、一般家庭でできる救
急法、初期消火などを学び、身につけよ
うと15人が参加しました。講師として、
青森地域広域消防事務組合より加藤秋穂

さん(郷沢)を始め８名を招き、心臓マッ
サージ、人工呼吸、起震車による地震体

験、初期消火などを体験しました。この
曰参加し左工藤久子さん(中沢)は、｢一度
は体験してみる価値のあるものだと思う。

今曰体験したことが緊急時に少しでも生
かせれば｣ と感想を述べてくれました。

なかなかうまくいかないんですよね

離ればなれで冬を越します

11月５曰（火）、半年間の放牧生活を終

え、牛たちが村営牧場からそれぞれの牛

舎へ帰る野下げが行われました。前曰か

らの冷え込みで牧場の緑は真っ白な雪に

覆わ札、みぞれも降るなか、獣医による

妊娠鑑定や体調の検査が行われました。

今年は雨の曰が多く天候の悪い曰が続

きましたが、特に病気をすることもなく、

41頭の牛が、無事に里帰りを果たしまし

た。半分ほどの牛が３月頃かわいい子牛

を出産する予定です。 牛たちの後ろ姿。ちょつと寂しげ…?!

● ● ● ● ●

無 毋 あ 古 運

我　 の　 い　 米　 動

夢　 愛　 ま　 も　会

中　 紅　 い　 お　 お

親　 を　 な　 ふ　 い

と　 ま　言　 く　 な

子　 ぶ　 葉　 ろ　 り

ど　し　 は　 の　 さ

も　た　 い　味　 ん

と　 い　 ら　 で　 の

万　 な　 ぬ　 も　お

国　 り　 い　 う　 う

拱　 ず　 な　 一　 え

し　 り　っ　 ん

ず　　　 だ

し　　　 ん

啓 藤 富 森 勝

子 久 栄 勝 子

●　●　 ●　 ●　 ●

は　結　 今　 汚　腹

っ　論　 年　 染　 の

て　 を　 こ　 し　 虫

植　 あ　 そ　 た　 ご

え　 し　 良　地　 め

咲　 た　 い　球　 ん

く　 に　花　 を　 な

楽　延　 咲　 そ　 さ

し　 ば` 　け　 っ　い

み す と　 と　 と

の　移　 移　 移　 手

会 植 植 植 を

話　べ　 べ　 す　 あ

あ　 ら　 ラ　 る　 わ

る　　　　　　　 せ

青 富 久 蓬 絹

乃 栄 子 石 枝

財東北電 気保安協会

７●むらのできごとあれこれ／川柳北緯41°



健康
情報便

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
る

季
節
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
全
身

に
現
れ
る
強

い
症
状

が
特
徴
で
、
重
症

化
し
た
り

、
合
併
症
を
ひ
き
お
こ
し
た

り
す

る
こ
と
も
あ
り
、
疱
状
が
重
く
、

爆
発
的
な
流
行
を
起
こ
す
こ
と
か
ら
、

か
ぜ
と
は
か
け
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
6
5歳
以
上
の
高
齢
者
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

る
と
肺
炎
を
発
疱

し
、
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
小
児
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳

炎
・
脳
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

村
で
は
、
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
対
象
者

〉

①
蓬
田
村
に
在
往
す

る
満
年
齢
6
5晟
以

上
の
方
（
平
成
1
4
年
1
1
月
―
日
現
在
）

②
満
年
齢
6
0
歳
以
上
6
5
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
機
能
又
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

崇
子

、
②
と
も
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
は
あ
く
ま
で
摂
取
す

る
方
本

人
の
責
任

に
お
い
て
行
う
た
め
、
希
望

者
の
み
の
摂
取
と
な
り
ま
す
。

〈
助
成
金

〉

・
予
防
接
種
受
診
者
一
人
に
つ
き
千
円

〈
注
意
事
項

〉

・
医
療
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

予
防
接
種
を
受
け

る
際
に
は
問
診
票

が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
住
民
生

活
課
健
康
班
に
取
り
に
來
て
く
だ
さ
い
。

・
役
場
住
民
生
活
課
に
助
成
金
の
交
付

申
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
を

持
っ
て
き
た
と
き
に
、
名
前
と
振
込
先

を
記
入

し
て
も
ら
い
ま
す
。
（
領
収
書

は
必
ず
必
要
で
す
の
で
、
な
く
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
望

ま
し

い
摂
取
時
期
は
1
0月
下
旬
か
ら
1
2

月
中
旬
頃
で
す
。
受
け
る
予
定
の
あ
る

方
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

インフルエンザ予防のポイント

｜ 十分な栄養と

休養をとる
2 人ごみを

避ける
３ 室内の乾燥 に

気をつける

4 マスクの着用 5 手洗いとうがいの励行

蓬
田
城
史

Ｉ
其
の
弐
Ｉ

蓬
田

城
は
暦
仁
元
年
1
2
3
8

年
、

鎌
倉
時
代
に
築
城
さ
れ
、
藤
崎
城
主
安

東
氏
の
一
雄
潮
潟
四
郎
道
貞
の
居
城
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
将

門
の
血
を
受
け
継
ぐ
相
馬
氏
は
1
1
8

5
年
、
平
家
が
犀

島
の
戦
い
で
滅
亡
し

た
後
、
福
岡
か
ら
奥
州
へ
と
下
り

、
外

ヶ
浜
へ
と
流
れ
、
落
人
と
し
て
安
東
氏

に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
そ
の
ひ
護
に
よ

り
平
将
門
八
代
目
相
馬
佐
伝
四
郎
則
政

が
蓬
田
城
主
と
な
り
安
東
氏
の
支
配
下

で
行
動
し
た
の
で
す
。
そ
の
頃
、
奥
州

藤
原
氏
３
代
の
弟
秀
栄
が
十
三

湊
に
緇

島
城
を
築
城
し
、
平
泉
を
拠
点
と
し
て

東
北
地
方
の
ほ

ぼ
全
域
を
支
配
し
て

い

ま
し
た
が
、
藤
原
氏

が
津
軽
萩
野
台
の

合
戦
で
安
東
氏
に
敗
れ
た
た
め
、
安
東

氏
が
十
三
湊
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
蓬
田

城
主

も
安
東
氏
と
と
も
に
日
本
海
運
貿
易
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
日
本
海
側
の
三
津

七
湊
の
一
つ
と
し
て
数
え

ら
れ
る
、
自

然
に
で
き
た
十
三
湊
を
良
湊
と
し
、
北

は
沿
海
州
、
椽
太
、
松
前
よ
り
、
獣
皮
、

ク
マ
、
キ
ッ
ネ
、
ア
ザ
ラ
シ
等
を
、
圉

は
西
回
航
路
の
加
賀
、
能
登
、
越
前
、

博
多
、
瀬
戸
内
海
よ
り
絹
織
物
、
鉄
製

品
を
津
軽
一
帯
か
ら
の
米
、
塩
、
そ
の
他

と
物
々
交
換
し
、
貿
易
の
拡
大
を
図
り
、

大
繁
盛
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

蓬
田
城
主
も
そ
の
援
助
を
受
け
、
十

三
湊
か
ら
岩
木
川
を
利
用
し
て
藤
崎
荷

揚
げ
場
に
運
び
、
更
に
外
ヶ
浜
一
帯
に

供
給
す
る
と
い
う
こ
と
で
文
化
・
産
業
・

経
済
の
発
祥
の
地
と
し
て
大
変
発
展
し

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
不

運
に
も
1

3
4
0

年
に
大
津
波
が
あ
り
、
十
三
湊

地
域
の
神
社
、
仏
閣
、
福
島
城
が
流
失
、

死
者
は
1
0万
人
に
上
り
ま
し
た
。
湊
も

浅
く
な
り
、
深
浦
、
鰺
ヶ
沢
に
港
が
移
っ

て
か
ら
は
、
安
東
氏
が
十
三

世
紀
か
ら

十
六
世
紀
ま
で
非
常
に
栄
え

、
朝
鮮
、

百
済
、
中
国
と
も
交
易
し
中
国
貨
幣
な

ど
も
流
通
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
安
東
氏
も
南
部
氏
の
大
軍
に

敗
れ
、
藤
崎
城
が
落
城
、
十
三
湊
か
ら

退
去
し
ま
し
た
。

ぞ
前
回
の
暦
仁
十
一
年
は
、
元
年
の
誤

り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

平

親

王

将

門

↑
八
代
○
○
○
○

相

馬

備

中

守

利

陳

（
九

代

）

↑

相

馬

備

中

守

利

勝

↑

嫡

男

相

馬

築

前

守

利

行

↑

相

馬

市

之

進

利

春

↑

相

馬

市

之

進

利

信

↑

相

馬

民

部

亮

盛

↑

相

馬

利

雄
↑

相

馬

利

知
↑

相

馬

利

秀
↑

相

馬

築

前

則

實

↑

相

馬

越

前

則

政

↑

蓬

田

越

前

守

↑

数
代
（
○
○
○

↑

蓬

田

越

前

守

城

主

士

二
郎

（
ｌ
・ａ

８
・５

忙
十
）

天

正

十

匸
一
年

匸
一
月
一
一
十

七

口
口
敗

退

▲相馬家系譜
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児童川柳 ペンシル 5

1題 「駅」

天
位

５
年

稲

葉

裕

昭

く

ん

し
ゅ
う
て
ん
だ
ブ
レ
ー
キ
か
け
て
こ
ん
に
ち
は

●

佳
作

●

五
客

洸
哉
く
ん
い
つ
で
も
駅
で
迷
ご
だ
よ

友
達
と
駅
で
さ
よ
な
ら
か
か
し
い
な

駅
の
前
へ
ん
な
人
に
は
き
を
つ
け
よ
う

駅
に
行
き
最
初
の
消
費
が
電
話
代

冬
に
な
り
駅
に
来
る
人
多
く
な
る

新
幹
線
み
ん
な
の
心
も
の
せ
て
い
く

駅
の
ホ
ー
ム
だ
れ
も
い
な
く
て
静
か
だ
な

駅
は
ね
い
ろ
ん
な
処
匚
行
け
る
魔
法
の
扉

付
の
中
駅
は
あ
る
け
ど
無
人
駅

駅
の
中
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
ね
て
い
る
よ

ふ
と
み
る
と
し
Ｉ
ん
と
し
た
駅
が
あ
る

き
し
ゃ
の
中
み
ん
な
の
え
が
お
み
わ
た
せ
る

ぜ
っ
た
い
だ
駅
で
あ
お
う
ね
か
な
ら
ず
ね

駅
前
匚
み
ん
な
の
心
あ
る
ん
だ
よ

駅
で
は
ね
人
が
の
ゝ
」
つ
て
あ
卞
を
ま
つ

さ
よ
う
な
ら
え
き
か
ら
せ
か
い
へ
た
び
に
で
る

駅
っ
て
ね
み
ん
な
の
足
あ
と
の
こ
っ
て
る

夢
た
ち
は
駅
を
つ
た
っ
て
い
く
ん
だ
よ

ま
ち
か
っ
て
地
獄
行
き
の
駅
に
き
て
し
ま
っ
た

駅
前
で
子
ど
も
が
ひ
と
り
だ
匸
に
い
た

５
年
　
堀
　
　
潤
哉

５
年
　
中
川
　
　
南

６
年
　
木
村
　
英
司

６
年
　
大
宮
由
紀
徭

５
年
　
坂
本
　
　
誌

６
年
　
久
慈
　
和
弥

６
年
　
細
谷
　
咲
奈

６
年
　
三
上
　
　
斤

６
年
　
加
藤
　
制
覇

５
年
　
吉
崎
　
悠
茹

５
年
　
清
水
　
風
花

５
年
　
若
佐
　
美
香

６
年
　
柿
崎
　
　
囮

４
年
　
川
内
　
優
太

４
年
　
小
松
　
唯
劭

４
年
　
木
村
　
賢
太

６
年
　
柿
崎
衣
里
加

６
年
　
工
藤
　
千
広

６
年
　
青
木
　
大
組

☆
人
位
　
私
の
ね
家
か
ら
み
え
る
緑
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
　
山
谷
暁
希
奈

☆
地
位
　
た
び
の
時
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
ね
む
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　
坂
本
　
　
駿

おかじょうき

川柳社

八戸む さ し さん

選 評

今 回 は97 句 でい つも よ リ

少 な い ん だ けど 、 作り づ ら

かっ た かな 。

そ つ 言 え ば、 みな さ ん電

車 でどこ か へ 出 かけ る こ と

が少 なく な っ た ん だ ね。 お

父 さ ん がお 母 さ ん の運 転す

る 自 動 車 で出 か け る んだ 。

と 言う こ と は 、 匚駅 」 を

利 用 するこ と もなく な っ て、

駅 のこ と をあ まり 知ら な い

んだ 。

「改札口 （かいさ つぐ ち ）」

があ っ たり 「‾時刻 表」があ っ

たり す る んだ け ど。

※名 前 を 書い てい な い 句が

１句 あ り ま し た。 気 をつ け

てね 。

人位 こ の句のポイン 凵ま

「 緑駅」 です。上 の５・ 了
にもう 一つ工夫が欲しいと

こ ろです。

地位 ｢ ゴト ン ゴト ン と 眠

る」 つて、誰もが気づくこ

とではあり ません。駿＜ん
のユニ ークな感性がすばら

しい。

天位 終点というと大人は

悲しく なるのに、 裕昭＜ん

は 厂ブレ ーキかけ てこんに
ちは」なんか。 元気があっ

ていい ね。

ウェスのコーナー

カナダには中学校がありません。その代わり、小学校は13歳まで、14歳

から18歳までは高校に通います。僕は小学校や高校で一生懸命勉強をした

記憶がほとんどないです、毎日４時には家に帰っていたし。蓬中生はよく

帰るのが７時過ぎとかだったりするので、カナダと日本のシステムの違い

にほんとに驚きました。

それから、日本の学生は信じられないくらいやることが多いっていうの

にも驚きました。カナダでは勉強して友達とおしゃべりするだけで良かっ

たんです。掃除はしないし、黒板を拭いたりすることもなかったです。い

つもみんなでわいわい騒いで、教室に一人でいるってこともまずなかった

ですね。

カナダには学校の文化祭というのはないので、今回の蓬中祭が僕にとっ

て初めての経験です。カナダとは違うことばかりですが、かえって違うか

らいいのか、バスケ部と一緒に遅くまで残ったり、蓬中祭の準備をしてい

るところの写真を撮ったり、蓬中での生活を楽しんでいます。生徒たちが

蓬中祭を盛り上げようと頑張っている雰囲気がいいですね。バスケ部の練

習がない時でもちょこっと残ってパソコンをやったりします。　自分の心地

良い居場所を見つけたって感じです。

次回は、食べ物についてです。お楽しみに。

あ と23 区画 ！

グリーン

タウン

よもぎた

好評分譲中！

お問い合わせ…

役場総務課企画班

(‘B27-2111)

1　1●児童川柳／ウェスズコ一ナー



お
知
ら
せ

情

報

局

児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
る
方
へ

児
童
手
当
は
、
６
歳
到
達
後
、

最
初
の
３
月
3
1
曰
ま
で
の
間
に

あ
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

に
支

給

さ

れ

る
も
の

で
す

。

（
た
だ
し
所
得
制
限
あ
り
）

出
生

・
転
入
等
に
よ
り
受
給

百

格
が
生
じ
た
方
、
ま
だ
児
童

手
当
を
認
定
請
求
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
窓
囗
で
「
認
定
請
求

書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

住

民

生

活

課

福

祉

班

ａ

Ｑ
／
】［
／
－

り
乙
↓

↓

つ（
‘

蓬
田
保
育
所
入
所

希
望
児
童
募
集

平
成
1
5年
度
蓬
田
保
育
所
入

所
希
望
の
児
童
を
受
付
け
ま
す
。

◆
日
時

平
成
1
4
年
1
2
月
９
曰
（
月
）

午
前
８
時
1
5分

～

午
後
４
時
4
5
分

◆
場
所

役
場
住
民
生
活
課
福
祉
班

◆
対
象

Ｏ
歳
～
5
歳
ま
で
の
児
童

◆
持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
印
鑑

後
曰
、
平
成
1
4
年
度
分
の
源

泉
徴
収
票
か
確
定
申
告
書
の

コ
ピ
ー
を
提
出
く
だ
さ
い
。

■
当
曰
、
都
合
の
悪
い
方
は
前

も
っ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

住

民

生

活

課

福

祉

班

昔
２
［
／ｆ－

２
↓

↓

？

国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ま
し
ょ
う

今
年
も
残
寸
と
こ
ろ
あ
と
Ｉ

ヶ
月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ

て

い
た
月
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
い
る
と
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万

一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
障

害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

例
年
、
農
作
物
の
収
穫
の
終

わ
っ
た
且一
月
か
ら
1
2月
に
か
け

て
納
め
て
い
る
人
も
お
り
ま
す

が
、
こ
の
時
期
を
逃
す
と
未
納

に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。

ご
自
分
の
豊
か
な
老
後
の
た

め
に
も
、
毎
月
の
国
民
年
金
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

※
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
国
民
年
金
係

容
２
７
－

２
１
１
り乙

納
貯
組
合
連
合
会

納
税
作
品
入
賞
者
発
表

銀
賞

ふ
囗
字
（
小

学
生
の
部
）

福
士
　

か
札
ん
　

蓬
小
２
年

小
笠
原
　

佑
子
　
　

ク
　６
年

奨
励
賞

・
習
字
（
小
学
生
の
部
）

秋
元
　
杏
奈
　
　

蓬
小
２
年

小
松
　
義
尚
　
　
　
　
ク

柿
崎
　
莱
実
　
　
　
　
ク

佐
井
　
翔
哉
　
　

蓬
小
３
年

八
戸
　
孝
聡
　
　
　

ク

山
舘
　
裕
也
　
　
　
　
ク

田
中
　
里
佳
　
　

蓬
小
４
年

小
松
　
千
紆
　
　
　
　
÷

秋
田
　
育
美
　
　

蓬
小
５
年

八
戸
　
菜
摘
　
　
　
　
々

坂
本
　
彩
乃
　
　
　
　
ク

佐
井
　
琴
海
　
　
　
　
々

小
松
　
出
佳
　
　

蓬
小
６
年

・
習
字
（
中
学
生
の
部
）

人
宮
亜
由
美
　
　

蓬
中
３
年

聿
島
友
里
恵
　
　

蓬
中
３
年

木
村
亜
友
美
　
　
　
　
ク

山
本
　
陽
子
　
　
　
　
ク

幼

稚

園

よ

り

先
曰
寄
付
し
て
い
た
だ
い
か

ス
ズ
リ
と
筆
で
幼
稚
圉
の
ち
び
っ

こ
た
ち

が
習
字
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
み
ん
な
、
楽
し
く
書

け
た
か
な
？

うまく書けてる？－うん、まあまあ。
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平成14年度

蓬田射連合自治会長
研修報告

◆
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

蓬
田
村
連
合
自
治
会
で
は
、
地
域

の
将
来
を
大
き
く
左
右
す

る
重
要
な

事
柄
と
し
て
「
町
村
合
併
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
自
治
会
長
研
修
を
実

施
し
た
。
平
成
1
4
年
８
月
2
1
日
（
水
）
、

福
井

俊
雄
連
合
会
長
外
６
名
が
、
七

戸
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
中
部
上
北

合
併
協
議
会
へ
。
太
田
事
務
局
長
よ

り
、
合
併
協
議
会
設
立
ま
で
の
経
過

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

中
部
上
北
合
併
協
議
会

の
４
町
村

（
七

戸
町

・
上
北
町

・
東
北
町

・
天

間
林
村

）
は
地
域
的

に
円

形
に
ま
と

ま
っ
て
お
り
、
人
口
、
世
帯
数
、
面

積
、
主
な
作
物
の
水
稲
、
畑
作
と
す

べ
て

の
面
で
似
通
っ
て
い
る
比
較
的

合
併
を
進
め
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
以
前
か
ら
中
部
上
北
広

域
事

務
組
合
も
組
織
さ
れ
て
お
り
、

話
を
進
め
る
う
え
で
も
恵
ま
れ
た
地

域
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ

の
合
併
協
議
会
も
平

成
1
1
年
の
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
始
ま
り
、
今
日

ま
で
町
民
対
象
の
勉
強
会
、
議
会
議

員
の
研
修
会
、
職
員
対
象
の
研
修
会
、

合
併
に
関
す
る
４
町
村
担
当
者
会
議

等
に
３
年
間
に
お
よ
ぶ
数
多
く
の
会

議
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。

各
町
村
議
会
に
お

い
て
も
、
合
併
は

避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
り
、
構

成
町
村
に
よ
る
合
併
を
前
向
き

に
検

討
す

べ
き
等
、
会
議
を
重
ね
、
七
戸

町
・
上
北
町
・
東
北
町

・
天

間
林
村

の
４
町
村
で
つ
く
る
法
定
の
中
部
上

北
合
併
協
議
会

が
７
月
１
日
発
足
と

な
っ
た
。

合
併
を
進
め
る
に
あ
た
り
一
番
大

事
な
こ
と
は
、
将
来
各
町
村
の
財
政

事
情
が
一
つ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
各

町
村
と
も
に
財
政
指
数
を
正
確
に
ハ
ッ

キ
リ
と
示
す
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

各
議
会
に
お
い
て
は
、
議
員
方
に
合

併
に
対
す
る
積
極
性
が
あ
れ
ば
迪
や

か
に
決
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
の
こ

と
だ

っ
た
。
今
後
、
中
部
上
北
４
町

村
が
新
し
い
市
と
な
り
、
福
祉
施
策

の
充
実
、
公
共
施
設
や
都
市
基
盤
の

整
備

が
促
進
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、

地
域
の
イ

メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
が
図
ら
れ

る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

12月行事予定表一一丿一Ｊ亅ヴ一

日催開
－

＝ 日曜 名事行 所場 間時 当担

．
　
　

Ｊ
　
　
　

一
　
　
　

４
　
　

『
　
　

『
　
　
　

ｒ
　
　

“
　
　
　

ｒ
　
　

－

課
　

人
二
　

匸

課

匸

寸

課

一
　

一
（

二

課

ニ

ニ
　
　
　
　

ー

占
　
　

’
ー
｀
　一
　
　
　

・
　

兮
　

一
　
’
ー
｀
　一
　
町
　
　
　
　
　

’
Ｉ

｀
　
’

リ
　
　

’
ー
｀
　
　
　
　
　
　
　
　

・

冫
４
　

ー
ー
ｙ
　
一
　
　
　
　

ヽ
Ｈ`
　
　

ー
ー
’
　
　

、・‐ｕ
　

一
　
　
　

一

‘－

匸
　

ヽ
ｕヽ
　

ー
ー
ｙ
　
　
　
　

一
　
　
　

‐‐

乍
　

蹙
　

々
　

圭
　

兪

・

乍

一
　

々

・

蹙

一
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おおきくなるぞ！ ⑦

幼稚園のかわいい園児たちを毎月紹介していきます。

久慈　遥佳ちゃん

(久慈徳治さん 広瀬)

『元気で明るく思いやり

のある人になってほしい

です』

川崎　慎平くん

(川崎貴史さん 広瀬)

『泣 き虫で甘 った れだっ

た慎平 も５歳。 いつ まで

も優しくそ して もう少し

強い子こなってほしいな』

153

い１１
月
1
7
日
（
日

）
、
武

井
道

秀
さ

ん

（
蓬
田

）
宅

の
下

の
浜

で
体
長

ｌ
ｍ
５０

■
を
超
え
る
巨
大
な
ク
ラ
ゲ
を
見
つ

け

ま
し

た
。

撮
影

の
た
め

、
ご
連
絡

い
た
だ

い

た
武
井

さ
ん
と

ご
近
所

の
武
井

元

一

さ
ん

に
も

お
願

い
し
て
揚

げ
て
も
ら

お
う
と
し

ま
し

た
が
、
す

で
に
死

ん

で

い
て

、
と
て
も

も
ろ
く

、
寒
天

の

よ
う

に
砕
け
て
し

ま

い
ま
し

た
。

浅
虫
水

族
館

に
よ

る
と

、
最
近

、

日

本

海

側

で

異

常

発

生

し

て

い

る

「
備
前

ク
ラ

ゲ
」

と

い
う

も

の
で

潮

に

の
っ
て
陸
奥

湾
に
入
り
込

ん
だ

の

で
は

な

い
か
と

の
こ
と

。
日
本
海

側

で
は

越
前

ガ
ニ
漁
な
ど

の
妨
げ

に
な

り
大
き

な
問
題

に
な

っ
て

い
る
そ
う

で
す

。

戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

10月31日現在　 前月比

総人口　3,615 人　 （－７）

男　　1,708 人　 （－5 ）

女　　1,907 人　 （－２）

世帯数　1,099 世帯（－１）

9 、10月受付分

お誕生おめでとうございます

Ｘ　Ｉ　 －
冫　ゝ ｀

，
久 慈 麻 衣 子

木 浪　　 蓮

後 藤　 八 雲

坂 本　 鞠 音

工 藤　 虻 七

;"･一八ふヽXi, 』･ﾐ藤 本　 丞 太

木 戸　 遥 真

吉 田　 愛 理

正　 幸

省　 」’一

弘　 記

尚　 子

康　 愽

央　 子

孝　 麿

和　 美

達　 也

由　 美

満　 行

亜 由 子

和　 也

君 子

う匕　　 万μ

孝　 子

長女

長男

長男

三女

長女

長男

長男

長女

おくやみ申し上げます

細谷　　 貢（蓬　　 田　70筬）

田中　繁松（瀬 辺 地　75歳）

津嶋　キヱ（蓬　　田　95筬）
小林　保昭（中　　沢　74歳）

田中　　 寛（広　　 瀬　88歳）
高田　文雄（郷　　沢　69歳）

小野寺ハル（高　　根　83歳）

稲葉　ヨシ（広　　 瀬　79歳）
久慈　允子（瀬 辺 地　85歳）

八幡　義則（高　　根　75歳）

お

詫

び

と

訂

正

広
報
よ
も

ぎ
た
1
0月
号
の
む

ら
の
で
き

ご
と

あ
れ
こ
れ
の
中

で
　
「
山

本
　

洋

子

さ

ん
」

は

「
山
本
　

陽
子

さ
ん
」
、
戸
籍

の

窓
口
の
中
で

「
有
馬
　

遙
人

く

ん
」

は
「
有
馬
　

遥
人
く

ん
」

の
誤
り
で
し

た
。

お
詫
び
し
て

訂
正

い
た
し
ま

す
。

●戸籍の窓口／幼稚園児紹介/4

み
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た
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